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　　　Large－sized　Cαrθκcomrnunitles，　belong　to　the　class　Phragmitetea　Tx．　et　Prsg，　1942，

occur　on　mires　such　as　riverside，　clrcumference　of　pond　and　low－moor，　The　plant

communlties　were　carried　out　compared　with　phytosociological　tables　from　597　published

relev益s　in　Japan，　and　reconsidered　phytosociological　classification　in　descr1bed　syntaxa．　As

aresult，　the　plant　communities　were　classified　into　ten　associations　and　three　communmes

（Table　l，　2）：1．　Cariceturn　rhychophysae；2．　Angelico　genu月exae－Caricetum　vesicariae；

3．Carici　nemurensis－Comaretum　palustris；4．Eleocharieto－Caricetum　diandrae；5．　Caricetum

lyngbyei；6．　Caricetum　apPendiculatae　（ass．　prov．）；7．　Caricetum　thunbergii；8．　Caricetum

dispalatae；　　9．　Caricetum　occultantis；10．　Phragmito－Carice亡um　heteroIepis；IL　　Carici

olivaceae　angus亡ioris－Scirpetum　wichurae；12．　Cαrεκ　o古αrωeηsεs　community；13．　0αreκ

c説θrαsceπs　community；14．　0αr2κアπのノθrεαηαcommunity．　Associations　from　l　to　6　were

belonged　m　alliance　Galio　brevipedunculati－Magnocaricion，　which　is　corresponded　to

European　alliance　Magnocaricion．　These　assoclations　are　distrlbuted　mainly　in　Hokkaido

lsland　and　high　elevations　of　Eastern　Japan（Fig．1）．　Whereas　assoclations　or　communities

from　7　to　l4　were　belonged　ln　alliance　Clrsio－lsachnion，　which　is　dlstrlbuted　mainly　in　low

eievations　of　Hokkaido　island　and　Westem　Japan（Fig．2，3），　and　woωd　be　distributed　in

ternperate　zone　of　Eastem　Asia　These　alIiances　belong　in　Carici　thunbergiトPhragrrlitetalia

（ord．　em．），　which　would　be　distributed　in　Japan，　the　northern　and　eastem　part　of　Asia．

Key　words；Carici　thunberg1i－Phragmite亡aIia，

phytosociolo9重cal　classification．
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は　じ　め　に

　湖沼辺縁や湿原周辺の湛水した低地，河川や小流水路

に沿った泥地など，停滞水や緩やかな流水の影響下にあ

る水湿地には，ヨシや草丈が60～100crn内外で湿地生

の大形スゲ類（oαr2κ）などを主とするスゲ型の湿性草

原が発達している．

　　このような大形のスゲ草原は，北半球の温帯を中心に

広く分布し，欧州では植物社会学的な植生単位として大

形スゲオーダーMagnocaricetalia　Pignatti　1953，又は

ヨシオーダーPhragmitetalia　W．　Koch　1926の大形スゲ

群団Magnocaricio取．．W．　Koch　1926にまとめられて

いる　（Balatova－Tu1661（ova　l　963，　Dierssen　l　982）．

　我が国においても，このような大形スゲ群落は北海道

から九州まで広く分布しており，その種組成や分布につ

いては比較的よく研究されている．特に植物社会学的な

立場で研究したものとしては，宮脇・藤原（1970）によ

る欧州の大形スゲ群落との比較に始まり，その後，

Suzuki，　Aral〈ane，　Yamanaka＆Syono（i970），奥

田・藤原・宮脇（1970），Miyawaki＆Okuda（1972），

奥田（1977～1979，1981～1988），久保田・松田・波

田（1978），宮脇・佐々木（1980），橘・伊藤（198D，

Hada（1984），瀬沼（1997）など多くの研究があり，

大形スゲ類を標燃種又は区分種とする様々な植生単位が

記載されている．

　　しかし，これらの報告の中には比較的狭い地域での比

較により提案された植生単位もあり，設定された群集標

高種の固有性に疑問のある群集があること．また，それ

らは一般に宮脇・藤原（1970）又はSuzul〈i，　Arakane，

Yamanaka＆Syono　（1970）による群落体系に位置づ

けられるが，群団やオーダーの階級としての比較検討が
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十分には行なわれていない．このため群集や上級単位の

取扱については不明確な点があった．

　本研究は，このような問題を背景として，筆者らの一

連の既発表資料を基礎に，他の多くの研究者による既発

表資料との比較検討により，群集及び上級単位の再検討

を行い，我が国における湿地生大形スゲ群落の植物社会

学的体系をまとめたものである．

大形スゲ群落の概璽

　湿地生の大形スゲ類を主とする草本群落は，池沼の陸

化過程や森林の沼沢化の過程で生じる水湿地や湖沼辺縁

の抽水植物群落の後背地に発達する．また，河川敷では

下流域の流水辺や河川後背地で流水による：立地の撹乱が

少なく，長期間安定するワンドに生じる．

　湿地生の大形スゲ類は単独で群落を形成することが多

く，群落の構成種数も一般にio～15種かそれ以下で少な

い．また，我が国の大形スゲ類の地理的分布は，広く全

土に分布する種類と地域に限定的な分布を示す種類があ

る．

　我が国における大形スゲ群落の分布を概観すると，北

海道の低海抜地から九州地方にはカサスゲ，アゼスゲな

どの群落が広く分布する．最も大形スゲ類の種類が多い

北海道から本州北部にはヤラメスゲ，ムジナスゲ，カブ

スゲ，クリイロスゲ，ッルスゲなど，また，北海道の低

地から本州中部の海抜約1，000m以上の高海抜地にはオ

オカサスゲ，オオアゼスゲ，オニナルコスゲなどの群落

がみられる．九州や中国地方の山地湿原では，部分的に

ヤマアゼスゲやオタルスゲの群落がみられる．また，宮

城県でヌマアゼスゲとヌマクロボスゲの群落が記録され

ている．

　これらの大形スゲ類を主とする群集としては，今まで

オオバセンキュウーオニナルコスゲ群集，オオカサスゲ

群集，ホソバオゼヌマスゲークロバナロウゲ群集，ヨシ

ーヤマアゼスゲ群集，マアザミーノテンツキ群集，アゼ

スゲ群集，カサスゲ群集，チゴザサーアゼスゲ群集，ミ

ズオトギリーアゼスゲ群集，ムジナスゲ群集，ヤラメス

ゲ群集，イワノガリヤスーヨシ群集，クロヌマハリイー

クリイロスゲ群集などが記載されている．

調　査　方　法

　本研究では，我が国における大形スゲ群落について，

Braun－Blanquet（1964）の植物社会学的手法に基づく

既発表の文献資料から常在度を算出し，表操作法

（Mueller－Dombois＆Ellenberg　1974）に準じて最終的

に総合常在度表を作成した．

　研究対象とした大形スゲ群落については，立地が微妙

な水環境に君僻しているため，方形区の取り方によって

群落の混交が生じること．また，立地の乾燥化の進行に

伴い，湿地からススキ草原や湿性地低木林への遷移過程

の群落資料が含まれることがあるため，ススキ草原要素

及び湿性地低木林要素が多く混生する調査資料は除外し

た．その結果総合常在度衰で比較検討の対象とした既

発表資料は，相沢・瀬沼・高橋・山本Gg76），荒金

（1965），荒金他（1974），糸西自然友の会（1983），波

田（1975，1976，1984），｝｛ada（1984），上越生態研：究

会（1973），菊池（1973），久保田・松田・波田（1978），

松田（1974，ig82），宮脇・藤原（1970），宮脇・奥田・

藤原・井上（1976），宮脇・佐々木（1980），宮脇他

（i983），奥田・藤原・宮脇（1970），奥田（1978，1981，

1982，1988），大場（1973），大場・菅原・大野（1978），

瀬沼（1997），Suzuki，　Arakane，　Yamanaka＆Syono

（｝970），高田・越前谷・高橋・望月（1974），竹原・菅

原（1992）及び矢部・鬼丸（1997）で，調査物数は合

計597個となった．

　作成した総合常在度表は，さらに，欧州のヨシクラス

Phragmitetea　Tx．　et　Prsg．　i　942に所属する植生単位，

及びわが国のヨシクラスの群落としばしば隣接するツル

コケモモーミズゴケクラスOxycocco－Sphagnetea　Br．一

Bl．　et　Tx．1943，ホロムイソウクラスScheuchzerietea

palustris　Den　Held，　Barkman　et　Westhoff　1969　em．

Tx．，　H．　Suzuki　et　K．　Fujiwara　l　970，ヌマガヤオー

ダーMoliniopsietalia　laponicae　Miyawaki　et　Fuliwara

1970（クラスは未決定）及びホシクサ類一コイヌノハナ

ヒゲ群団Eriocaulo－Rhynchosporion　fuliianae　K．

Fuliwara　l　979（上級単位は未決定）との種組成の比較

検討により，群団，オーダー及びクラスの標三種を抽出

した．

　決定した植生単位の分布域を確認するため，宮脇・奥

田（編）G990）による植物群落の分布図を基礎として，

さらに既発表の文献資料（相沢・瀬沼・高橋・山本ig76，

福岡県高等学校生物研究部会（編）　1975，糸西自然友

の会1983，Hada　l984，石川県植生誌編纂委員会

1997，　宮脇他　1972，1977，1979，1983，1984，　宮脇・奥

田・藤原・大山・山田1977，宮脇・佐々木1980，奥

田1977，1979，大場1973，大場・菅原・大野1978，

高田・越前谷・高橋・望月1974，竹原・菅原1992，

柳・瀬沼1979）による植物群落の位置を追加して分布

図を作成した．

　なお，本研究で用いた植物名は環境庁（1987）及び出

口（2001）に拠った．スゲ属植物の分布については，大

井（1982）の記載を参考にした．



群　落　体　系

　我が国の湿原生大形スゲ群落を，次に示すi3の群集及

び群落に区分し，それらを2つの群団にまとめた．さら

に所属するオーダー及びクラスを決定した（Tab．1，2）．

　なお，本研究で異名として示したものは群集名のみと

し，群落レベルの単位については割愛した．また，植生

単位の命名規約上，正規の発表と認められない裸名につ

いては，名称の引用にとどめた．

1．オオカサスゲ群集

　Caricetum　rhychophysae　Miyawaki　et　K．　Fujiwara

　l970

　標記種：オオカサスゲ

　原記載：宮脇・藤原（1970），Tab．39

　この群集は，尾瀬ヶ原で記録された大形スゲ群落であ

る．

　オオカサスゲは，大型湖沼の岸辺や湿原中で比較的水

深が浅く，流れの緩やかな流水縁に，植生高α8～1mの

密な大形スゲ草原を形成する．水深約50cm以上で緩や
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かな流水内や湖岸の先端では単一優占群落を形成するこ

ともある．

　構成種は少なく一般に3～9種（平：均出現種数6種）

であり，オ丁目サスゲにヨシ，ドクゼリ，ミズドクサな

どが混生する．

　この群集の分布域は，本州中部（海抜約1，000m以上）

から北海道東・北部の低地（海抜約5～60m）である

（Fig。　D．植生帯からはブナクラス域上部に位置する．ま

た，本群集と相観及び立地がきわめて類似するカサスゲ

群集は，本州中部では海抜約1，000m以下に分布してお

り，垂直分布的にすみ分けている．

2．凹凹バセンキュウーオこナルコスゲ群集

　Angelico　geHunexae℃arlcetum　vesicariae　Miyawa1くi

　et　K，　Fuliwara玉970

　標罪種：オニナルコスゲ

　区分種1オオバセンキュウ

　原記載：宮脇・藤原（1970），Tab．38

　群集標徴種の四二ナルコスゲは，北半球温帯に広く分

布する大形のスゲで，欧州では本種を標徴種とするオニ

ナルコスゲ群集Caricetum　vesicariae　Br．一Bl．　et　I）enis

1926が記載されている．宮脇・藤原（1970）は，この

群集の我が国における対応群集として，オオバセンキュ

ウを対応区分種とする本群集を記載している．

　この群集は植生高lm以上の密な大形スゲ野原で，池

沼汀線や流水辺湿地で増水時など長期にわたり冠水する

立地に，幅広い帯状群落を形成する．出現種数は3～18

種目平均出現種数10種）で，混生する種が比較的多い．

群集標徴種のオニナルコスゲは生育立地が広く，単ツ優

占群落となる場合や区分種のオオバセンキュウが混生し

ない植分，カサスゲやアゼスゲ及びヤラメスゲと混生す

る野分も記録されている（Miyawaki＆Okuda　1972，

橘・伊藤1981）．尾瀬ヶ原のオニナルコスゲの群落は，

主に湧水地に生じるオオバセンキュウを混生した，むし

ろ特異な植分であるが，下北半島（宮脇・佐々木1980）

と新潟（相沢・瀬沼・高橋・山本1976）の群落はいず

れも類似した立地に発達することから同一の群集にまと

めた．

　この三葉の分布は，本州中・北部の海抜約L400m以

下の地域で記録されている（Fig．1）．植生帯からはブナ

クラス域に位置する．

3．ホソバオゼヌマスゲーク日バナ日ウゲ群集

　Carici　nemurensis℃omaretum　palustris　Miyawakl

　et　K　Fuliwara　l　970

　標徴種：ホソバオゼヌマスゲ

　区分種：クロバナロウゲ，ヒロパオゼヌマスゲ

　原記載：宮脇・藤原（1970），Tab．40

　この群集は，本州中部の高海抜地から樺太，千島に分
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即する大形のスゲであるホソバオゼヌマスゲを群集標三

種として尾瀬ヶ原で記録された．

　本群集は水深0～7cmの低湿地や水深の浅い細流沿い

に発達し，出現二三は6～18種（平均出現二三10種）で

ばらっきが多い．

　群集構成種には北半球の亜寒帯湿地に分布し，しかも

欧州では小凹地（シュレンケ）植生であるホロムイソウ

ースゲクラスScheuchzerieto－Caricetea　nigrae（Nordh．

1936）Tx．1937の標徴種とされる（Dierssen　i　982）

クロバナロウゲ，ヤチスゲ，ホロムイソウなどの草本類

やミツガシワが混生し，立地もシュレンケ状地であるこ

となど，ヨシクラスとホロムイソウクラスの中聞的な性

格を有する群集である．

　本群集の分布は尾瀬ヶ原（海抜約1，400m）で記録さ

れ，その後，他の地域での報告はない（Fig，　D．

4．クロヌマ八リイークリイロスゲ群集

　Eleocharieto－Caricetum　diandrae　Senuma　I　997

　標三種1クリイロスゲ

　区分種：クロヌマハリイ

　原記載：瀬沼（1997），Tab．1

　群集標徴種のクリイロスゲは北半球温帯に広く分布

し，欧州ではクリイロスゲ群集Caricetum　diandrae

Osvald　l　923　emend．　Jonas　l　932として独立の群集を

形成する（Oberdorfer（ed．）1977，　Dierssen・1982）．

わが困においてはクロヌマハリイを対応区分種とする新

たな群集単位として記載された（瀬沼1997）．

　この群集は，水深が3～5cmのシュレンケ状の低地や

伏流水の流出する回状地に発達する植生高40～150cm

内外の中形のスゲ群落である．クリイロスゲ，クロヌマ

ハリイのほかミツガシワ，シカクイ，サギスゲなどを主

とし，ホソバオゼヌマスゲークロバナロウゲ群集とよく

類似した立地と種組成を示す．出現種数は少なく，7～

11種（平均出現回数9種）である．

　この群集の分布は，長野県北部の飯綱・戸隠高原（海

抜約1，040～L200rn）で記録されている（Fig．　i）．

5．ヤラメスゲ群集

　Cariceturn　lyngbyei　Olくuda　in　Miyawal〈i　1988

　標三種：ヤラメスゲ

　区分種；エゾナミキ，エゾノレンリソウ，アカネムグラ

　原記載：奥田（1988），Tab．49

　この群集は，北海道東部の海岸低地に形成された湖沼

の汀線部や河川の辺縁，内湾などの塩沼地植生に接して

発達する．また，しぼしば冠水する浅い泥炭地にも連続

した植分を形成する．

　群集標三種のヤラメスゲは高さα8m内外の大形スゲ

で，エゾナミキ，エゾノレンリソウ，アカネムグラなど

とともに特徴的なスゲ草原を形成する．一般に共存する

植物は少なく，出現種数は2～i2種（平均出現種数10

種）であり，単一優占群落となる場合も多い．

　この群集の分布は，北海道東・北部の低海抜地（海抜

約1～130m）を中心に記録されている（Fig．1）．河川

や湖沼においてよく似た相観と類似した立地を占め，本

州の低地に広く分布するカサスゲ群集とは水平的な分布

においてすみ分けている．

　なお，宮脇・奥田・藤原・井上（1976）によりサロベ

ツ湿原でイワノガリヤスーヨシ群集Calamagrosti

Phragmitetum　australis　Miyawaki　et　al．1976が記載さ

れ，その後，北海道各地や下北半島でも記録されている．

しかし，元来ヨシとイワノガリヤスは最適生育立地を異

にしており，両者を結合した群集とするのは問題がある

（伊藤・松田，1992）とともに，イワノガリヤスーヨシ

群集にはヤラメスゲやムジナスゲの混生する二分が多い

ため，一部はヤラメスゲ群集及びムジナスゲ群集に含め

た．イワノガリヤスーヨシ群集の独立性については今後

の課題としたい．また，ヤラメスゲ群集とよく似た立地

に見られるツルスゲ群落についても同様である．

6．オオ：アゼスゲ群集（仮称）

　Caricetum　apPendiculatae　ass．　nov．　prov．

　標下種：オオアゼスゲ

　区分種：ホザキシモツケ

　日光戦場ヶ原の低層湿原及び中聞湿原植生にはオオア

ゼスゲが広く混生し，オオアゼスゲ群落　ヨシーオオア

ゼスゲ群落クロバナロウゲーヤリノホゴケ群落及びオ

ニスゲ群落などに区分される（久保田・松田・波田

1978），また，北海道勇払平野の池沼型湿地や氾濫：原湿

地にもオオアゼスゲの優占群落が記録されている（矢部・

鬼丸1997）．それらを総合常在度表で比較した結果，い

ずれもホザキシモツケが混生する点で共通しており，仮

に一つの群集として取り扱うこととした（三二，Tab．1．

参照）．群落構成種は少なく4～10種（平均出現引数6

種）である．

　この群集の分布は，本州中部（海抜約1，400m）と北

海道の低地（海振約0～10m）である（Fig．1）．植生帯

からはブナクラス域に位置づけられる．

A．ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団

　Gaho　brevipedunculati－Magnocaricion　Miyawalくi　et

　K　Fuliwara　1970

　標三種：ヤナギトラノオ，ドクゼリ，ミズドクサ

　区分種＝ミズバショウ，リュウキンカ

　原記載：宮脇・藤原（1970）

　我が国の大形スゲ群落は，Tab．1，2に示す総合常在

度表による比較によって，ヤナギトラノオ，ドクゼリ，

ミズドクサ，ミズバショウ，リュウキンカの種群とアゼ

スゲ，チゴザサ，サワヒヨドリ，イ，ゴウソ，ノハナショ
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Character and differential s ecies of Phra mitetea

  Phragmitesaustralis YY I-IV･  Lycopusiucidus vp* ････  Zizanialatifolia ?3E ････  Phalarisarundinacea aatw ････  JuncusqlCi7ususvar.decipiens I ････
  Carexlasiocarlpavar.occultans AY'tXV ････
  Carexheterolepis 1'?7J.,"Xtr' ････
  Eupatoriunzlindleyanunz tives}'v ･t.･
  Eleocharisrnarnilatavar.cyclocarpa Y?AtH ....
  71yphalat(fblia h'? ････  Sparganiumstenophyllunz tSlaV ････
  Spargaiziunzerectumssp.stolon41Cl?r'ttm l-PV ････
  lsachneglobosa f3'V"V ････  Carexthunbergii 7Vxtr' ････  Jrisensatavar.spontanea 7AtYy07' ････
  Lysiniaehia.fortunei 7?}iM ････  Carexdispalata htttw' ････pmc

  Persicariathunbergii l'V'Yi" ･･･I
  Sartgttisorbatenuifolia tff,S"'lvpvveio ････
  Eriophorumgracile V}'xfr' ･･･-  Sanguisorbaofficinalis VYEiO ･･･III
  Calamagrostisepigeios W7V ････  Hostasieboldiiflancdelia m"}'*'Oy ････
  MoliniopsisJ'aponica 7?h"i' -･-II
  Viotakamtschadalorunz tt,"S"V*'Zl'V ･･･I
  A41yricagalevar.tonzentosa WVt¥ ････
  Persicarianipponensis vme'" ....
  Parnassiapalustrisvar.rnttltiseta OSi"fY" ････
  Droserarotundifolia EOW:'tr ････
  Seneciocannabifolius Ayi'yy" ････
  Utriculariainternzedia iYy}e ････
  Asterglehniivar,hondoensis u'?t ････
  VacciniLtrnoxycoccus ViV)trEe ･･･.
  Euphorbiasieboldiana tV>Oe'd ････
  EpilobizLnzcephalostignza iV7h,x"t ････
  Potentillaegedeivar,grandis xy"vJV}yi"i ････
  Cirsiumhomolepis tifYv7V"l' ････
  Thalictrumaqttilegifoliumvar.interrnedium "i?VY" ････
 Hemerocallisnziddendorfiivar.esculenta =7i9iltr' ････

 Angelicadecursiva 7e'V ････ (Other species are omitted)

Location code; nl<:Nil<ko-Senjyogahara (Kubota et a}. I978>, tl:Togakushi-Iizuna High}ands,

(Miyawal<i et al. I976), oz:Ozegahara <Miyawaki & Fuji'wara 1970),

ou:OumiMoor, Nagano (Matsudal974), ko:Koridon-no-ike, Niigata (Aizawaetal, 1976),

hk:Hokl<aido (Okuda I988>, uf:Yufutsu Plain, Hol<l<aido (Yabe & Onimaru I997)
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Tab. 2 Syntl3esis table of Cirsio-lsachnion.
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ウブ，ズマトラノオ，マアザミ，チダケサシの斗升によ

り特徴づけられる植生単位のまとまりがあることが明ら

かになった．この組成的な対立は，宮脇・藤原（1970）

によるホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団とSuzukl，

Ara1〈ane，　Yamanaka＆Syono（1970）によるマアザ

ミーチゴザサ群団に対応する．

　ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団は，宮脇・藤原

（1970）により尾瀬ヶ原の大形スゲ群落を欧州の大形ス

ゲ群団に対’比し，ホソバノヨツバムグラ，サワギキョウ，

ヒオウギアヤメを標徴種として記載されたものである．

今回の比較により，本群団は欧州の大形スゲ群団の町回

種と共通であるヤナギトラノオ，ミズドクサを標徴種と

する対応群団であることが再確認された．ドクゼリ，ミ

ズバショウ，リュウキンカは欧州の群団との蝋応区分種

である．

　この群団にはオオカサスゲ群集，オオバセンキュウー

オニナルコスゲ群集，ホソバオゼヌマスゲークロバナロ

ウゲ群集，クロヌマハリイークリイロスゲ群集，ヤラメ

スゲ群集，オオアゼスゲ群集（仮）が所属する．

　本群団に所属する群集の標徴種は，本州中部から東ア

ジア，シベリア，欧州，北米など，北半球の北部に広く

分布する種類を主体とする．また，本群団の標徴種と区

分種は，本州中部以北からアジア東・北部を主体として

分布し，一般に低温水に濾養される池沼周縁部や小流平

縁に生育する草本類であり，本群団の性格を特微づける

ものである．

　また，今まで標徴種とされていたホソバノヨッバムグ

ラなどは，わが国の他の大形スゲ群落にも共通して出現

する種であり，より上級の単位の標翼果に位置づけられ

る．

　この群団の分布域は，わが国では本州中部で海抜

LOOOm以上の高海抜地から本州北部（海抜約500m以

上），北海道低地（海抜約玉～130m）までの地域である

（Fig．　D．植生の垂直分布帯からはブナクラス域の上部

に位置する．

7．アゼスゲ群集

　Caricetum　thunbergii　Okuda，　K．　Fujiwara　et

　Miyawal〈i　l　970

　標徴種：群団標徴種と同じ

　異　名：チゴザサーアゼスゲ群集Isachno－Caricetum

thunbergii　Miyawald　et　Okuda玉972，ミズオトギリー

アゼスゲ群集Triadeno－Caricetum　thunbergi　i　Miya－

waki　et　Ya．　Sasaki　l　980

　原記載：奥田・藤i原・宮脇G97G），　Tab．3

　この群集は津軽半島で記録されたアゼスゲの優占群落

であるが，その後Miyawaki＆Okuda（1972）により

ヤブツバキクラス域の大形スゲ群落としてチゴザサ及び
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Fig．2．　　Distribution　　of　associations　　and

　　communities　belonging　to　the　Cirsio－

　　Isachnion　in　Japan－L

　　O：Caricetum　thunbergii，⑱：Cariceturn

　　dispalatae，△：Caricetum　occultantis，［］：

　　Carici　olivaceae　　angustioris－Scirpetum

　　wichurae，　▲：0αrα　　　c加θrα8cθπs

　　community，　圏：Cαrθκ　η3θyεrlαπα

　　community

アゼスゲを標微種とするチゴザサーアゼスゲ群集，宮脇・

佐々木（1980）によリブナクラス域の大形スゲ群落とし

てミズオトギリを標徴種とするミズオトギリーアゼスゲ

群集が記載されている．今回の比較検討では，これらの

群集標品種は，いずれも低海抜地に立地する他の群集に

も共通して出現しており，これら3群集の独立性を認め

ることはできなかった．このため先取権によりアゼスゲ

群集を認めるとともに，本群集は特別の標徴種を持たな

い，群団標徴種で特徴づけられる典型群集とした．

　アゼスゲの優占する植分では植生高は40～60cm内外

であるが，ヨシを伴うと2層構成となり玉～2。5mとな

る．出現種数は少なく10種内外である．

　この群集は，河川では，やや陸化の進んだ河跡湖の岸

辺や河川の後背湿地などで，水位変動の比較的少ない立

地に発達する．池沼の周辺では抽水植物群落の後背地に

しぼしば見ることができる．また，放棄水田などにもみ

られる，いずれも立地は通常，停滞水によって潤される．

底質は泥質で排水が不良である．

　この群集の分布域は，本州（海抜約30～L200m）か

ら北海道低地（海抜約5～10m）までの主に低海抜地で
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ある．九州及び四国地方からは記録されていない（Fig．

2）．植生帯からは，主にヤブッバキクラス域からブナク

ラス域下部に位置する．

8．カサスゲ群集

　Caricetum　dispalatae　Miyawald　et　Okuda　1972

　二二種：カサスゲ

　原記載：Miyawaki＆Okuda（1972），　Tab．　i　9

　この群集は，関東平野の河川下流部に発達するカサス

ゲの優占群落として記載されたものである．

　カサスゲの単一優占群落を形成する場合が多く，他の

草本植物を混生する場合でも出現工数は2～10種（平均

出現二二6種）と限られる．ヨシを混生しない植分では

植生高は70cm内外であるが，ヨシが共存すると2層構

成となり植生高は2～3mに達する．

　この群集の立地は，河川では中・下流域で豊富な粘質

土壌が常に供給される河川沿いの冠水域である．礫質の

氾濫原ではほとんど見られない．水位は0～10cmで湛水

する場合が多いが，季節によって地表面が露出すること

もある．湖岸や流水辺では泥土の厚く堆積した立地に発

達する．また，絶えず水が供給される湿性の休耕水田に

も先駆性湿性草本群落として発達する．これらの立地は，

いずれも他の大形スゲ群落より富栄養条件下にある．

　この群集の分布域は，九回北部から北海道の低地まで，

大形スゲ群落の中では最も広い地域に分布する（Fig．

2）．立地の海抜高度は西日本で約30～900m，本州中

部で約i，000m以下，北海道では約40mであり，植生帯

からはやブツバキクラス域からブナクラス域にまたがっ

ている．

9．ムジナスゲ群集

　Carlcetum　occulta以is　Miyawaki　et　Ya．　Sasald　l　980

　標徴種：ムジナスゲ

　原記載：菖脇・佐々木G980），　Table　56

　ムジナスゲ0αrθκZαsεocαrpαvar．　occ認亡α1圏は，本州

中部日本海側と北海道の低地に分布する大形のスゲで，

砂丘後背地などの二三な冠水立地に生育する．わずかに

冠水する泥炭地上に発達することも多く，局地的にはシ

タミズゴケやオオミズゴケが混生する場合がある．北海

道では中間湿原植生や高層湿原植生に隣接して発達する

ことが多い．このようにムジナスゲは立地的に適応範囲

が広いが，本群集は低層湿原に発達するムジナスゲの優

占群落として記載されたものである．

　この群集の立地は沼沢地の中では流動水の影響がな

く，水質が最も滋養な状態にある．ムジナスゲが優占し，

ナガボノシロワレモコウ，ヒメシロネ，ヒメシダ，タチ

ギボウシ，ヨシなどの常在度が高い．平均出現種数は玉8

種である．植生高は50～70cmであるが，ヨシを混生す

る二分では1．5～L6mとなる．

　ムジナスゲの基本種であるCαre冠αsεooαrpαの群落に

ついては，欧州においてCaricetum　lasiocarpae　Koch

1925が記載され，ホロムイソウースゲクラスに所属する

群団であるCaricion　lasiocarpae　Vanden　Bergh．　in

Lebrum　et　al．1949にまとめられている（Oberdorfer

（ed．）i977）．ムジナスゲはCaricetum　lasiocarpaeの

立地と同様に，低湿地から高層湿原のシュレンケまで広

く分布し，ヤチスゲやハリミズゴケと混生する群落も記

録されていることから，高層湿原におけるムジナスゲ優

占群落の取扱については，二二検討が必要である．

　この群集は，本州北部と北海道の低地（海抜約20m以

下）に分布する（Fig．2）．

10．ヨシーヤマアゼスゲ群集

　Phragmito－Caricetum　heterolepis　Aral〈ane　l　970

　標徴種：ヤマアゼスゲ，ホソバオダルマ，ノテンツキ

　異名：マアザミーノテンツキ群集Cirsio－
　Fimbristyletum　complanatea　Arakane　i　970

　原記載：Suzuki，　Arakane，　Yamanaka＆Syono

　（1970），Tab．8

　西日本の山地湿原を代表する大形スゲ群落である．九

州中央部の火山性高原や中国山地の背梁地帯に点在する

谷湿原に発達する．立地は砂質土で，湿原の中では平坦

な湛水地や湿地周縁部の小流水縁に帯状に発達すること

が多い（荒金他1974，波田1975，1976，Hada　1984）．

　九州地方では群集標二種のほかコブナグサ，ヨシ，マ

ァザミが目立ち，出現種数も多く20～30種（平均出現種

数24種）に達する．中国地方では，ヤマアゼスゲ以外の

群集標三種は欠け，出現回数も5～13種と少ない．植生

高は50～100cmであるが，ヨシを混生すると2mに達

する．

　九州の火山性高原で記録されたマアザミーノテンツキ

群集は，本群集の中で湿原周辺部のススキ草原要素の多

い植肥で，今回の比較の結果，本群集の異名とした．

　この群集の三三は，九二地方では海抜約700m以上，

中国地方では約400m以上である（Fig．2）．木曾山系

（大場・安達・真岡1979）や宮城県（竹原・菅原1992）

の小流水工にも断片的な群落が記録されている．植生帯

からはブナクラス域に位置する，

補．ミヤマシラスゲー：アイバソウ群集

　Carici　olivaceae　angustioris－Scirpetum　wichurae

　Ohba　1973

　区分種：ミヤマシラスゲ

　原記載：大場G973），　Tab．　H

　この群集は日本海側多雪山地のブナクラス域で，三三

の一時的な湛水小湿地に発達する大形スゲ群落として記

録されたものである．

　中国地方にもブナクラス域下部の小湿地に，植生高50
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～100Clnのミヤマシラスゲの優占する植分がある．明る

い環境にあり，群落構成種も多く6～17種（平均出現種

数9種）で，断片的な増分が多いが，ミヤマシラスゲを

標徴種として岡一の群集にまとめられている（波田

ig83，　Hada　l984）．

　この群集は，本州中部及び中国地方の海抜約700m以

上でブナクラス域に分布する（Fig．2）．

達2，オタルスゲ群落

　Cαrαoむα配ε几sおCommunity

　区分種＝オタルスゲ，シモツケソウ，ハリガネスゲ

　オタルスゲが優占し，シモツケソウとハリガネスゲに

より特徴づけられる大形スゲ群落である．

　この群落は植生高70～130cmに達するオタルスゲが

密生した植被を形成し，チゴザサ，ヒメシダ，ツボスミ

レなどの常在度が高い．出現種数は20種（平均出現種数

14種）である．立地は泥土又は砂礫土で，常に水深5～

10cm湛水した低地や小流路周辺である（波田1983，

1984）．

　この群落の分布は，四国では海抜LmO～1，200m，中

国地方では海抜470mのブナクラス域下部に位置する
（Fig．3）．

達3。ヌマアゼスゲ群落

　Cαrθκcぬθrαsce13s　community
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　区分種：ヌマアゼスゲ，マツカサススキ

　宮城県西部平野で記録されたヌマアゼスゲ，マツカサ

ススキにより特徴づけられる草本群落である（菊池

1973）．

　立地は湖岸汀線部に発達する抽水植物であるマコモ群

落の後背地で，底質は砂質泥土．ママコノシリヌグイ，

ヤノネグサ，アキノウナギッカミなどのタデ科植物を多

く含むことから，比較的富栄養地である．平均出現種数

は7種である．

　群落区分種のヌマアゼスゲは，本州中・北部の川岸の

湿地に生える草丈60cm内外の中形のスゲ類であるが，

伊豆沼湖沼群のほかはスゲ群落としての記録はない

（Fig．2）．また，抽水植物群落に接して発達し，群団及

びオーダーの標号種も生育しないことから，上級単位の

所属については，今後，他地域での植生調査資料の集積

を待って検討が必要である．

14．ヌマクロボスゲ群落

　Cαreκ配θツθr‘απαcommunity

　区分種：ヌマクロボスゲ

　宮城県西部の湿地で記録された，草丈60cm内外のヌ

マクロボスゲが株状で優心する大形スゲ群落である．地

表水が冤られない乾燥気味な立地に発達し，ヌマクロボ

スゲのほかヨシ，サワギキョウ，ヤチカワズスゲなどの

常在度が高く，平均出現種数20種である（竹原・菅原

1992）．

　ヌマクロボスゲはわが国では本州から九州地方の温帯

上部に分布し，泥炭湿地で大形の谷地坊主を形成する．

九州地方においては九重火山のヌマガや湿原に特有で，

ヌマクロボスゲーヌマガや群集（裸名）が記録されてい

る（荒金孟973）．また，中堅温帯の泥炭湿地においても

スゲ類ミズゴケ類を混生した群落が記録されている（中

国辞儀皮編纂委員会玉980）．

　このようにヌマクロボスゲは立地的に適1芯範囲が広

く，低層湿原から中間湿原において大形スゲ群落を形成

するが，本群落は低層湿原におけるヌマクロボスゲの優

占群落として記録する．

B．マアザミーチゴザサ群団

　Cirslo一隅sachnion　Suz．一Tok．　e亀Aral〈ane　1970

　標徴種：アゼスゲ，チゴザサ，サワヒヨドリ，イ，ノ

　ハナショウブ，ヌマトラノオ，チダケサシ，ゴウソ

　区分種＝マアザミ

　原記載：Suzul〈i，　Arakane，　Yamanaka＆Syono

　（1970）

　この群団は，マアザミ，チダケサシ，シラヒゲソウを

標託種とし，ヨシーヤマアゼスゲ群集の上級単位として

記載されたものである．今圓の比較において，マアザミ，

チダケサシなどはアゼスゲ，チゴザサ，サワヒヨドリな
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どとともにホソバノヨッバムグラー大形スゲ群団の標徴

種と組成的に対比される種群であることが判明した

（Tab．2）．このため，本群団の範囲を拡大することによ

り本群団名を使用することにした．

　この群団にはアゼスゲ群集，カサスゲ群集，ムジナス

ゲ群集，ヨシーヤマアゼスゲ群集　ミヤマシラスゲーア

イバソウ群集オタルスゲ群落ヌマアゼスゲ群落，ヌ

マクロボスゲ群落が所属する．

　この群団の分布域は，わが国では九州地方から北海道

まで，主に海抜約1，000m以下の低地である（Fig．2，

3）．植生帯からは，ヤブツバキクラス域を中心に一部ブ

ナクラス域下部に発達する．また，この群団標徴種の分

布域は我が国から朝鮮半島，中国大陸周辺を主体とする

ものである．ホソバノヨッバムグラー大形スゲ群団が欧

州の大形スゲ群団と類似する対応群団であるのに対し

て，本群団は我が国を始め東アジアの温帯地域を中心と

する群団と考えられる．

C．アゼスゲーヨシオーダー

　Carici　thu賞bergii－Phragmitetalia　Suz．一To1く．　et　Ara－

　kane　l　970　em．

　標引回：ヒメシダ，ホソバノヨツバムグラ，ヒメシロ

　ネ，ミズオトギリ，クサレダマ，サワギキョウ，アイ

　バソウ，アカバナ，エゾシロネ，エゾミソハギ，ミソ

　ハギ，ミツガシワ，イヌスギナ，ホタルイ，イワノガ

　リヤス，カキツバタ，アギナシ，コウヤワラビ，オオ

　ニガナ，ヒオウギアヤメ，ツルスゲ

　原記載：Suzuki，　Aral（ane，　Yamanaka＆Syono

　（1970）

　欧州の大形スゲ群団は，大形スゲオーダーにまとめら

れている（Westhoff＆Den　Held　l　969）。また，我が国

のホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団も欧州の大形ス

ゲオーダーにまとめられた（宮脇・藤原1970）．しか

し，その後の欧州における研究では大形スゲオーダーを

区分しないでヨシオーダーに位置づけている群落体系も

用いられている（Oberdorfer（ed．）1977，　Dierssen

ig82）．

　我が国のホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団及びマ

アザミーチゴザサ群団に共通する種群は，ヤエムグラ属

Gα伽配，スゲ属0αreκ，ハリイ属魏εo疏αrおなどに欧

州のオーダーとの対応種があるが，ヒメシダ，ヒメシロ

ネ，クサレダマ，サワギキョウ，アイバソウなど多くの

種は，主に我が国から朝鮮半島，中国大陸周辺に分布域

を持つ草本植物である．

　ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団とマアザミーチ

ゴザサ群団の上級単位については，従来，欧州と同じ大

形スゲオーダーを充てているが（宮脇・奥田・藤原

ig94），我が国の大形スゲ群落のオーダー階級の種群が，

我が国を始め東アジアの温帯地域を中心とする草本植物

を主体とするため，欧州とは独立したオーダーにまとめ

ることが適当であろう．

　Suzuki，　Arakane，　Yamanaka＆一SyoRo　（1970）は，

マアザミーチゴザサ群団の上級単位としてチゴザサ，コ

ブナグサ，ゴウソ，ムカゴニンジン，ヒメシロネを標徴

種とするスゲーヨシオーダーCarici－Phragmitetalia

Suz．一Tok．　et　Arakane　1970を記載している．これは湿

原植生と湿性林植生をまとめたハンノキクラスAlnetea

laponicae　Suz．一Tok．　et　Arakane　1970に位置づけられ

たものであるが，先取権を尊重してスゲーヨシオーダー

の所属をハンノキクラスからヨシクラスに変更するとと

もに，本オーダーの性格を明確にするため，本オーダー

が中野（1944）によるヨシーアゼスゲ基群集を新規名と

したものであることから，オーダー名にアゼスゲの種小

名を加えることにより使用したい．

　このオーダーの分布域は，主要構成種の分布から，わ

が国を中心としアジア東・北部と推察される．

D　ヨシクラス

　Phragmitetea　Tx。　et　Prsg．1942

　標三種：ヨシ

　このクラスは，全世界的に分布するヨシとサジオモダ

カ属。4伽濡α，ドジョウツナギ属α：ycθ磁，アヤメ属

Irお，ギシギシ属∫脇況θκ，ムカゴニンジン属＆雄ηなど，

北半球の温帯に主要分布域をおく草本植物を標徴種とす

る湿原植生である．我が国のアゼスゲーヨシオーダーに

はヨシ以外は共通する種類はないが，それらの属に所属

する種類や欧州の種類との対応種により構成されてお

り，我が国の大形スゲ群落も三水植物群落であるヨシ

オーダーとともに，このクラスに所属する．

摘 要

1　我が国における湿地生の大形スゲ群落について，既

報の文献資料を用いて総合常在度表を作成し，群集と

上級単位の再検討を行い，以下に示すようにヨシクラ

スに所属する10群集及び3群落，2群団，玉オーダー

に体系化した．

　ヨシクラス

　アゼスゲーヨシオーダー

　　ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団

　　　オオカサスゲ群集

　　　オオバセンキュウーオニナルコスゲ群集

　　　ホソバオゼヌマスゲークロバナロウゲ群集

　　　　クロヌマハリイークリイロスゲ群集



　　　　ヤラメスゲ群集

　　　　オオアゼスゲ群集（仮称）

　　　マアザミーチゴザサ群団

　　　　アゼスゲ群集

　　　　カサスゲ群集

　　　　ムジナスゲ群集

　　　　ヨシーヤマアゼスゲ群集

　　　　ミヤマシラスゲーアイバソウ群集

　　　　オタルスゲ群落

　　　　ヌマアゼスゲ群落

　　　　ヌマクロボスゲ群落

2　ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団は，欧州の大

形スゲ群団に所属する群集との対応群集を主体とする

対応群団で，その分布域は，我が国では主に東日本の

高海抜地から北海道である．また，群団に所属する群

集標珍種の主要分布域は本州北部から北半球の北部で

　ある．

3　マアザミーチゴザサ群団は，主に函日本から北海道

　の低海抜地まで，主に低海抜地を主要分布域としてい

　る．この群団の標徴種の主要分布域から，本群団は我

　が国を始め東アジアの温帯地域を中心とする群団と考

　えられる．

4　アゼスゲーヨシオーダーは，オーダーの所属をハン

　ノキクラスからヨシクラスに変更した．このオーダー

　の分布域は，主要構成種の分布から，わが国を中心と

　しアジア東・北部と推察される．
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